


 議案第１号 

令和元年度（２０１９年度）事業報告 

 

１ 会議等の開催状況 

回数 実施時期 会 場 等 協議内容 

第１回 
R1.6.6        

  ～6.20 
書面協議 

⑴  平成３０年度（２０１８年度）事業報告 

⑵  平成３０年度（２０１８年度）歳入歳出決算 

⑶  柏崎市地域公共交通網形成計画の実施状況と進捗度合 

⑷  令和元年度（２０１９年度）事業計画（案） 

⑸  令和元年度（２０１９年度）歳入歳出予算（案） 

⑹  生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確

保維持計画）の策定について 

⑺  生活交通確保改善計画（バリアフリー化設備等整備事

業）の策定について 

第２回 R1.8.30 

柏崎市役所

会議棟 1階 

第一会議室 

⑴  市街地循環バスの運賃改定について 

⑵  市営バス「にしやま号」におけるフリー降車の導入に

ついて 

⑶  高齢者割引制度対象路線の拡大について（報告） 

⑷  路線バス通学割引キャンペーンの実施について（報告） 

⑸  路線バススタンプラリーの実施について（報告） 

第３回 
R1.12.13   

  ～12.27 
書面協議 

⑴  平成３１年度（２０１９年度）地域公共交通確保維持

改善事業（地域フィーダー系統確保維持費国庫支出金）

の事業評価について 

⑵  平成３０年度（２０１８年度）地域公共交通確保維持

改善事業（バリアフリー化設備等整備事業）の事業評

価について 

⑶  令和元年度（２０１９年度）事業計画の変更について 

第４回 

R2.2.14 

 ～2.26 

 

書面協議 

⑴ 路線バス「新産業団地線」運行経路の一部変更につい

て 

⑵  市営バス「にしやま号」中川・別山線の運行日の変更

について 

 

 

 

 



２ 事業の実施状況 

⑴ 高齢者割引制度の対象路線拡大 ※令和元年１０月１日～ 

  ・平成２９年度から市街地循環バスで実施している高齢者割引制度の対象路線を、越後交通㈱

が市内で運行する全ての路線バスに拡大し、試行実施しました。 

  ・販売する高齢者専用回数券は、３種類（１００円券（１２枚綴り）、１６０円券（１１枚綴

り）、セット回数券（１００円券×９枚、１０円券×２０枚））で、それぞれ一般回数券の半

額となります。 

  ・高齢者専用回数券を購入しやすくするため、販売店舗数を２店舗から７店舗に増やしました。 

   高齢者専用回数券販売実績           単位：綴り 

 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

１５０円券 １，２１８ ２，５８７ ２，０７５ 

１００円券 ２，４４５ ― ― 

１６０円券 ２，９９２ ― ― 

セット回数券 ７９３ ― ― 

合  計 ７，４４８ ２，５８７ ２，０７５ 

 

路線バス利用実績（越後交通㈱運行市内路線） 

 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

路線バス ４１２，７０７人 ４５９，３８６人 ４６７，２７６人 

市街地循環バス ６５，４７５人 ７１，８４０人 ６９，４６３人 

合  計 ４７８，１８２人 ５３１，２２６人 ５３６，７３９人 

 

 

⑵ 買物支援バス「買物お手伝い便」の試験運行 

・高齢者の外出機会の創出、路線バスの利用促進等を目的として、令和元年度から新規で実施

した越後交通㈱、柏崎市シルバー人材センターとの共同事業です。 

  ・路線バス「谷根線」車内に支援スタッフが乗車し、 

高齢者のバス乗降支援と、スーパーでの買物の付き 

添いなどを行いました。（年８回実施） 

 

買物お手伝い便利用実績 

乗降支援 買物等付添 

のべ３１回 のべ５回 

 

 

⑶ 小・中学生対象「夏休み市街地循環バス無料運行」の実施 

  ※令和元年度実施期間：７月２４日（水）～８月２５日（日） 

  ・夏休み期間中、市街地循環バスの子どもの運賃を無料にする取組として、平成２７年度から

 

 



実施しています。 

  ・令和元年度は、新たに中学生を対象に加え、さらに「乗り 

放題パス」を新規に発行したこともあり、過去最多の利用 

人数（４１０人）になっております。 

       夏休み市街地循環バス無料運行利用実績 

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

４１０人 ２４０人 ３０７人 

 

 

⑷ バスの日（９／２０）の市街地循環バス無料運行 

  ９月２０日の「バスの日」に合わせて、市街地循環バスの無料運行を実施しました。 

    バスの日の市街地循環バス無料運行利用実績 

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

３５３人 ３４０人 ３６１人 

 

 

⑸ 小学生バスの乗り方教室  

※令和元年度開催日： 

１０/７（月）、８（火）、１０（木） 

  平成２４年度から毎年実施しているバスの乗り方教室 

について、令和元年度は大洲小学校、中通小学校、北条 

小学校の３校を対象に実施し、路線バスの乗り方や、バ 

ス車内のマナーなどについての授業を行いました。 

 

 

⑹ 市街地循環バス「バスなかギャラリー」 

※令和元年度実施期間： 

１０/２６（土）～１２/３（火） 

  小学生バスの乗り方教室に参加した３校の児童が描いた 

バスの絵を、市街地循環バス車内に展示しました。 

 

 

⑺ 路線バススタンプラリー ※令和元年度実施期間：１０/２６（土）～１２/１（日） 

 ・平成２４年度から実施している本事業は、令和元年度から内容をリニューアルし、市主催  

  のイベントや公共施設等と連携して行いました。 

 ・路線バス乗車時と、対象のイベント・施設でスタンプを押して、貯まったスタンプカードは 

バス回数券と交換しました。 

・これにより、路線バスの利用促進だけでなく、イベントや公共施設等の集客数・利用者の増加

及び駐車スペースの混雑緩和を図りました。 

 

 

 



    路線バススタンプラリー参加実績 

 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

参加者数 ２０２人 ３６６人 ３３７人 

回数券交換枚数 ９９０枚 １，５２５枚 １，３４２枚 

 

 

⑻ 高校生等路線バス通学割引キャンペーン 

 ※令和元年度実施期間： 

令和元年１０月１日（火）～令和２年３月８日（日） 

 ・路線バスを利用して通学する高校生等を対象に、バス回数券を 

  １綴り３００円割引いて販売しました。 

 ・令和元年度の販売上限額８００綴りのところ、販売数量は 

７４７綴りでした。 

 

 

⑼ 市営バス「にしやま号」におけるフリー降車の導入 

 ※令和元年１０月１日～ 

 ・高齢者の徒歩による移動距離の短縮を図るためにフリー降車を 

導入しました。 

 ・１０月１日から半年間でのフリー降車利用者数は、のべ３１９人（利用率２０．８％）でした。 

 

 

⑽ 地域公共交通シンポジウムの開催 

  柏崎市における公共交通の現状を市民の皆様にお伝えするとともに、これからの暮らしの交通

のあり方を一緒に考えていく機会として、令和２年３月８日（日）に開催を予定していましたが、

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、開催を延期いたしました。 

今後の感染状況を踏まえつつ、令和２年度中の開催を目指します。 

 

 

⑾ 園児による市街地循環バス車内音声アナウンス収録  ※３/１１（水）、１２（木）実施 

  市街地循環バスが地域の公共交通として、市民の皆さん 

からの愛着を持っていただき、より一層の利用促進を図る 

ために、バス車内のアナウンスの一部を、それぞれの循環 

バス沿線の保育園の園児に行ってもらうために音声収録を 

行いました。 

・中央循環「かざぐるま」→柏崎保育園 

・東循環「ひまわり」→比角保育園

 

 

 

 

 



議案第２号

１　歳入 【単位：円】

款 項 目

1,150,000 1,150,000 0

1,150,000 1,150,000 0

１　負担金 1,150,000 1,150,000 0 柏崎市負担金

0 0 0

0 0 0

１　補助金 0 0 0

1,252,649 1,252,649 0

1,252,649 1,252,649 0

１　繰越金 1,252,649 1,252,649 0

51 13 △ 38

51 13 △ 38

１　雑入 51 13 △ 38 利子

2,402,700 2,402,662 △ 38

２　歳出 【単位：円】

款 項 目

250,000 51,414 △ 198,586

150,000 30,020 △ 119,980

１　会議費 150,000 30,020 △ 119,980 報酬・費用弁償

100,000 21,394 △ 78,606

１　事務費 100,000 21,394 △ 78,606 消耗品費・事務費

2,002,700 1,643,884 △ 358,816

2,002,700 1,643,884 △ 358,816

150,000 0 △ 150,000

150,000 0 △ 150,000

１　予備費 150,000 0 △ 150,000

2,402,700 1,695,298 △ 707,402

歳入収入済額 2,402,662 円

歳出支出済額 1,695,298 円

次年度繰越額 707,364 円

令和元年度（２０１９年度）　柏崎市地域公共交通活性化協議会　歳入歳出決算

科  目
予算額 決算額 比 較 説  明

決算額

１　負担金
１　負担金

２　補助金
１　補助金

３　繰越金
１　繰越金

２　事業費
１　事業費

１　事業費 2,002,700 1,643,884

４　諸収入
１　諸収入

合計

科  目
予算額

△ 358,816 利用促進費・調査研究費

３　予備費
１　予備費

合計

比 較 説  明

１　運営費
１　会議費

２　事務費



１　歳入 【単位：円】

款 項 目

1,150,000 1,150,000 0

1,150,000 1,150,000 0

１　負担金 1,150,000 1,150,000 0 柏崎市負担金

0 0 0

0 0 0

１　補助金 0 0 0

1,252,649 1,139,978 112,671

1,252,649 1,139,978 112,671

１　繰越金 1,252,649 1,139,978 112,671

51 22 29

51 22 29

１　雑入 51 22 29 利子

2,402,700 2,290,000 112,700

２　歳出 【単位：円】

款 項 目

250,000 250,000 0

150,000 150,000 0

１　会議費 150,000 150,000 0 報酬・費用弁償

100,000 100,000 0

１　事務費 100,000 100,000 0 消耗品費・事務費

2,002,700 1,890,000 112,700

2,002,700 1,890,000 112,700

150,000 150,000 0

150,000 150,000 0

１　予備費 150,000 150,000 0

2,402,700 2,290,000 112,700

３　予備費
１　予備費

合計

比 較

１　運営費
１　会議費

２　事務費

説  明

２　事業費
１　事業費

１　事業費 2,002,700 1,890,000 112,700 利用促進費・調査研究費

４　諸収入
１　諸収入

合計

科  目 本年度
予算額

前年度
予算額

１　負担金
１　負担金

２　補助金
１　補助金

３　繰越金
１　繰越金

令和元年度（２０１９年度）　柏崎市地域公共交通活性化協議会　歳入歳出予算

科  目 本年度
予算額

前年度
予算額

比 較 説  明



議案第２号説明資料 

 

議案第２号「令和元年度（２０１９年度）歳入歳出決算」について、次のとおり説明しま

す。 

 

１ 歳入の部の説明 

１款１項１目 負担金 

予算額、決算額ともに１，１５０，０００円でした。 

２款１項１目 補助金 

予算額、決算額ともに０円でした。 

３款１項１目 繰越金 

平成３０年度（２０１８年度）からの繰越金として、予算額、決算額ともに１，２５

２，６４９円でした。 

４款１項１目 雑入 

予算額として預金利息見込額を５１円計上し、決算額は１３円でした。また、その他

の収入はありませんでした。 

 

歳入の部全体で、予算額２，４０２，７００円に対し、決算額は２，４０２，６６２

円でした。 

 

２ 歳出の部の説明 

１款１項１目 会議費 

予算額１５０，０００円に対し、委員の皆様を招集した協議会を１回開催し、委員報

酬等の支出により、決算額は３０，０２０円でした。 

１款２項１目 事務費 

予算額１００，０００円に対し、消耗品等の購入により、決算額は２１，３９４円で

した。 

２款１項１目 事業費 

予算額２，００２，７００円、利用促進費（高齢者割引制度事業、路線バススタンプ

ラリー、高校生等通学割引キャンペーンなど）及び調査研究費（事務局職員の研修等）

に支出し、決算額は計１，６４３，８８４円でした。 

３款１項１目 予備費 

予算額１５０，０００円に対し、支出はなく、決算額は０円でした。 

 

歳出の部全体で、予算額２，４０２，７００円に対し、決算額は１，６９５，２９８

円でした。 



 

 

○収支の説明 

収入済額２，４０２，６６２円から支出済額１，６９５，２９８円を差し引いた７０

７，３６４円が令和２年度（２０２０年度）への繰越額となります。 



 
令和元年度（２０１９年度） 柏崎市地域公共交通網形成計画の実施状況と進捗度合 

 

評価（進捗度合）の考え方 
 ＡＡ：完了、Ａ：順調、Ｂ：ほぼ順調、Ｃ：やや遅延、Ｄ：かなり遅延、Ｅ：達成困難、Ｆ：事業期間未到来、Ｇ：事業中止・取り止め 
 

№ 事  業 概   要 令和元年度（2019年度）の実施状況 令和 2年度（2020年度）の取組内容 進捗度合 

１ 
地域要望や乗降調査等

による適宜見直し 

地域要望やバス乗降調査等を適宜行い、運行状

況を把握し、必要に応じた見直しを図る。 

地域要望及び路線バス利用者の動向調査等に

より、令和元年４月から西部地区５路線の経路

変更を行なった。 

この変更により、延伸した「東本町 1丁目」バ

ス停での乗降者数の増加を確認している。 

引き続き、地域要望等や利用状況等を考慮し、

公共交通の利便性向上に向けた見直しを検討

していく。 
Ａ 

２ 乗継割引の検討 

郊外線から市街地循環線へ乗り継ぐことで公

共公益施設等へ移動が可能であるが、乗り継ぐ

には改めて初乗り運賃が生じる。このため、乗

り継いだ場合の割引を検討する。 

高齢者割引制度の対象路線拡大の実施を優先

したことで、乗継割引については、情報収集に

留まった。 

引き続き、現在、試行実施している高齢者割引

を優先していく。乗継割引については、今後も、

他市町村における導入状況等の把握に努めて

いく。 

Ｄ 

３ 
柏崎駅南口広場の整備

に伴う系統の整理 

柏崎駅南口広場の整備に伴い、現在、柏崎駅前

に集中しているバス発着場所を駅前と駅南口

への適正な振り分けを検討する。 

平成３０年度まで段階的に、柏崎駅前と駅南口

への振り分けを行ったことで、現時点において

は、利用者の動向ニーズに応じた振り分けが概

ね完了したと考えている。 

今後も利用者の動向ニーズの把握に努め、必要

に応じて、柏崎駅前と駅南口の振り分けを検討

していく。 Ａ 

４ 
新庁舎建設に伴う運行

体系の見直し 

市役所庁舎は、令和２年度中に柏崎駅周辺へ移

転を予定している。これに合わせた駅周辺の路

線見直しを検討する。 

市街地循環バスの市役所新庁舎への乗り入れ

と経路変更について、検討を開始した。 

令和３年１月の市役所庁舎移転に合わせて、市

街地循環バス「かざぐるま」の経路変更を検討

していく。 Ｂ 

５ 
市民サービスの向上お

よび観光振興 

柏崎駅前から観光施設への直通便を新設する。

また、路線バス運賃と観光施設利用料をセット

にした割安企画乗車券を導入し、観光客の増加

につなげる。 

平成２８年度（２０１６年度）から販売してい

る路線バス乗車券とじょんのび村温泉入浴券

をセットにしたお得な企画乗車券の販売ＰＲ

を行い、利用の促進を図った。 

さらに、本市における第二次成人式の記念品と

しても活用した。 

令和元年（２０１９年）販売実績 

大人   ９６９枚（前年 ７９７枚） 

小人    ６５枚（前年  ９１枚） 

計  １，０３４枚（前年 ８８８枚） 

その他 第二次成人式贈呈枚数 ７９５枚 

５月に作成した公共交通ガイドブックにおい

て、じょんのび村温泉入浴券のＰＲを掲載し

た。 

また、新たな企画乗車券の可能性についても研

究していく。 

 Ａ 

議案第 3号 



 

 

№ 事  業 概   要 令和元年度（2019年度）の実施状況 令和２年度（2020年度）の取組内容 進捗度合 

６ 高齢者割引制度の検討 

高齢者の利用促進のほか、交通事故防止にもつ

ながることから、高齢者を対象とした優遇制度

を導入する。 

これまで、市街地循環バス（かざぐるま・ひま

わり）のみで、実施していた高齢者割引制度の

対象路線を、令和元年（２０１９年）１０月か

らの越後交通㈱が市内で運行する全路線に拡

大した。 

令和元年度（２０１９年度）利用実績 

高齢者割引回数券販売綴り数 

７，４４８綴り（前年度 ２，５８７綴り） 

制度についての理解醸成と利用促進を図るた

め、引き続きＰＲ活動を行っていく。 

Ａ 

７ 
適切な公共交通車輛の

導入 

主な利用者である高齢者が乗りやすい低床型

車輛へ随時更新していく。また、地域内交通等

の導入に当たっては、コミューター型やセダン

型の導入を検討する。 

高柳町地域内公共交通で使用しているマイク

ロバスの老朽化に伴う車輛更新において、現在

の利用状況を踏まえて、新たな車輛を１４人乗

りコミューター型にすることを決定した。新車

輛は、令和２年秋に導入予定。 

引き続き、利用状況を踏まえた適切な車輛の導

入を実施していく。 

Ｂ 

８ 
西部地区の運行体系の

再編の検討 

西部地区の路線バス運行便数は、他の市街地周

辺地区に比べ比較的少ない。新潟病院へのアク

セス要望がある一方、商業施設が少ないことも

あり、運行体系の再編を検討する。 

西部地区の５路線について、平成３１年４月か

ら、柏崎ショッピングセンター「フォンジェ」

の最寄りバス停である「東本町１丁目」への延

伸を行ったことで、買物等における利便性が高

まった。 

また、西部地区路線の再編に向けて、新潟病院

線、赤坂山公園線、米山台福祉センター線の乗

降調査を実施した。 

今年度も、対象路線の状況調査を実施し、再編

の検討を続けていく。 

Ｃ 

９ 
地域が主体となる生活

交通の波及 

住民が主体となって運行している米山地区乗

合タクシーは、自主的な運行により、利用実績

が安定して推移している。これをモデルケース

に、住民主体の公共交通を他地域において展開

する。 

他地域において、住民が主体となった公共交通

を実現していくため、モデルケースである米山

地区にヒアリングを行い、課題等を整理した。 

他地域でも実現し易くするために、当該事業に

係る補助制度の見直しを検討していく。 

Ｃ 

10 
高柳町・鵜川地区の新

交通の見直し 

高柳町地区及び鵜川地区は、高齢化率が高く、

公共交通利用者も減少傾向にある。このため、

地域に見合った先進的な交通体系を構築する。 

高柳町地域で使用しているマイクロバスの老

朽化により、現在の利用状況を踏まえて、車輛

の小型化を決定した。 

当該地域内公共交通は、近年、利用者数が激減

しているため、地域住民のニーズに合った再編

を行うべく、ニーズ調査を実施していく。 Ｃ 



 

 

№ 事  業 概   要 令和元年度（2019年度）の実施状況 令和２年度（2020年度）の取組内容 進捗度合 

11 
にしやま号の運行体系

の見直し 

にしやま号の利用者は減少傾向にあり、効率的

運行を目指し、見直しを図る。 

にしやま号の利便性を高めるため、令和元年１

０月からフリー降車を導入した。 

また、利用実績により、中川・別山線の運行に

日数を週４回から、他の路線と同じ週３回に変

更した。 

当該地域内公共交通は、近年、利用者数が激減

しているため、地域住民のニーズに合った再編

を行うべく、ニーズ調査を実施していく。 
Ｃ 

12 

県内高速バス「柏崎駅

前～新潟駅前線」の増

便に向けた取組 

平成 26年 4月から大幅な減便が行われた。 

サービス水準の低下により利用者数が減少す

る懸念を受け、便数の増便に関して関係者と協

議、調整を進める。 

県内高速バス「柏崎駅前～新潟駅前線」の利用

者数は、減少傾向が続いていることから、公共

交通ガイドブックにパークアンドライドの取

組を紹介し、高速バスの利用を促した。 

柏崎駅前～新潟駅前線のダイヤや利用状況に

ついて継続的に運行事業者との協議を行って

いくとともに、令和元年度からスタートした都

市間高速交通ネットワークのあり方検討会（事

務局：新潟県）における協議内容について注視

していく。 

Ｄ 

13 

県内高速バス県外線の

市内停車バス停追加に

向けた取組 

県外行きの高速バスの多くは市内を素通りし

ており、県外主要都市へのアクセス性が低い状

況にあることから、柏崎市内停留所での停車を

要望していく。 

県外高速バス運行事業者と市内停留所での停

車について意見交換を行った。 

引き続き、運行事業者へ市内停留所での停車を

要望していく。 

Ｄ 

14 
パークアンドライドの

推進 

高速バス停留所付近にある駐車場の利用を周

知し、高速バスの利用促進を図る。 

公共交通ガイドブックに市内各停留所の位置

図を掲載し、パークアンドライドの取組を促し

た。 

引き続き、令和２年５月に作成した新たな公共

交通ガイドブックにおいても、パークアンドラ

イドについて掲載をした。 
Ｂ 

15 

北陸新幹線を利用しや

すい環境を整備する取

組 

上越妙高駅を利用する際、時間帯によっては優

等列車の接続がない。北陸新幹線利用者や市内

観光客の利便性向上のため、直通の高速バス等

の運行について協議していく。 

上越妙高駅への接続性を高めるため、令和元年

８月に東日本旅客鉄道㈱及び西日本旅客鉄道

㈱に要望活動を行った。 

引き続き、接続性の向上に向けて、公共交通事

業者に要望をしていく。また、高速バスにおい

ては、令和元年度からスタートした都市間高速

交通ネットワークのあり方検討会（事務局：新

潟県）における協議内容について注視してい

く。 

Ｄ 

16 

東京都内への速達性、

利便性の向上に関する

取組 

東京方面へは、長岡駅で上越新幹線に乗り換え

ることが最も所要時間の短いルートである。こ

のため、長岡駅での上越新幹線と信越本線との

乗り換え時間の短縮による速達性の向上に向

けて協議していく。 

令和元年８月に東日本旅客鉄道㈱本社に対し

て、９月には新潟支社に対して要望活動を行っ

た。 

令和２年（２０２０年）３月のダイヤ改正では、

乗換時間の改善が図られ、下りの１本におい

て、接続性が高まった。 

引き続き、東京都内への速達性及び利便性の向

上を図るための取組を検討していく。 

Ｂ 

17 

新潟市への速達性、利

便性の向上に関する取

組 

県庁所在地である新潟市へは移動需要に応じ

たサービス水準となるよう優等列車等の増便

等を協議していく。 

令和元年９月に柏崎商工会議所、柏崎観光協

会、柏崎市が共同で東日本旅客鉄道㈱新潟支社

に要望活動を行った。 

 

引き続き、新潟市への速達性及び利便性の向上

に向けての取組を検討していく。 
Ｃ 



 

 

№ 事  業 概   要 令和元年度（2019年度）の実施状況 令和２年度（2020年度）の取組内容 進捗度合 

18 
上越・北陸新幹線直行

特急実現に関する取組 

上越・北陸新幹線を乗り換えなしで運行する直

行特急の実現に向けて関係機関と協議し、検討

を進める。また、信越本線の利便性向上、2 つ

の新幹線との接続性、速達性確保を目的とし、

新幹線・在来線直通運転化実現に向けて研究し

ていく。 

令和元年８月に、上越・北陸新幹線直行特急実

現期成同盟会（事務局：柏崎市）が、政府与党、

県選出国会議員、国土交通省及び東日本旅客鉄

道㈱本社に要望活動を行った。 

今年度も、要望活動を行っていく。 

Ｂ 

19 
公共交通を理解する機

会の創出と啓発活動 

公共交通の利用促進のため、効果的な利用啓発

活動を実施する。 

利用啓発のため、公共交通ガイドブックの配布

のほか、路線バススタンプラリーや高校生通学

割引キャンペーンなどの利用促進事業を実施

した。 

引き続き、様々な取組を実施し、公共交通の利

用促進と利用機会の創出を図っていく。 

Ｂ 

 



令和２年度（２０２０年度） 事業計画（案） 

 

事業項目 事業概要 

１ 路線バス利用促進事業 

⑴ 路線バス高齢者割引制度 

⑵ お出かけお手伝い便 

⑶ 高柳みんなのバス デザインチャレンジ 

⑷ 小学生バスの乗り方教室（１０月） 

⑸ 高校生等通学割引キャンペーン（１１～３月）  

⑹ 柏崎市地域公共交通シンポジウム 

⑺ 園児による車内音声アナウンス収録（３月）   

２ 調査・研究事業 

⑴ 地域公共交通計画（新計画）策定のための基礎調査 

⑵ МaaSやＡＩオンデマンドシステムなどの新技術に関

する視察・研究 

⑶ 市街地循環バス「かざぐるま」の経路変更に関するヒ

アリング等の実施 

⑷ 地域内公共交通の再編に向けた意向調査・視察 

⑸ 路線バス高齢者割引制度の効果の検証 

⑹ お出かけお手伝い便の効果の検証 

⑺ 新たな高齢者外出支援策の研究 

⑻ その他 

３ 上記の協議のための 

協議会を開催 

（協議内容により書面での

協議とする場合あり） 

⑴ 年５回程度実施（必要により関係機関との協議、住民

説明会等を実施） 

 

⑵ 市内路線再編等を行う場合で、道路運送法に規定され

る地域公共交通会議での協議が必要とされる場合に

実施 

 

 

議案第４号 



議案第４号説明資料 

 

議案第４号「令和２年度（２０２０年度）事業計画（案）」について、次のとおり説明し

ます。 

 

１ 路線バス利用促進事業 

⑴ 路線バス高齢者割引制度（継続） 

 昨年度から対象路線を拡充した高齢者割引制度を今年度も継続実施します。本協議

会では、専用回数券の作成と制度のＰＲ活動を行います。 

  

⑵ お出かけお手伝い便（拡充） 

昨年度、越後交通㈱及び柏崎市シルバー人材センターと共同実施した「買物お手伝

い便」の事業名を変更。また、対象路線を昨年度の「谷根線」のほかに、新たに「米

山台福祉センター線」を追加します。 

事業内容は、昨年度と同様、支援スタッフがバスに乗車し、利用者のバスの乗降支

援や買物付添などを行います。各路線、年８回実施予定です。 

 

⑶ 高柳みんなのバス デザインチャレンジ（新規） 

   高柳町地域で運行する地域内公共交通の車両を更新するに当たり、新車両にラッピ

ングを施します。 

デザイン原案の作成は、地元の高柳小学校の児童に依頼し、出来上がった複数のデ

ザイン候補から地域の皆さんの投票により、ラッピングデザインを決定します。この

取組により、くらしの交通に対する地域の関心と愛着を高めていくことを目指します。 

 

⑷ 小学生バスの乗り方教室（変更なし） 

市内小学校を対象に路線バスの乗り方、車内でのマナーなどの公共交通利用促進教

育活動を実施します。本事業は、平成２４年度（２０１２年度）から実施しており、

今年度で９年目を迎えます。 

近年、子どもの路線バスへの乗車機会が減少していることから、バスの利用方法な

どを学ぶ機会とし、また、将来のバス利用につなげていくことを目的として、今年度

も実施します。 

 

 



⑸ 高校生等通学割引キャンペーン（縮小） 

高校生などに、通学の交通手段として路線バスを利用してもらうため、また、バス 

を身近に感じてもらうために、バス回数券綴りを割引販売する取組で、平成２７年度

（２０１５年度）から実施しており、今年度で６年目を迎えます。 

昨年度は、消費税率の引き上げに伴う乗車運賃の値上げ対策として、販売数量を増

やして実施（上限数量８００綴り）しましたが、今年度は、平成３０年度と同じ上限

数量「５００綴り」での実施を予定しています。 

 

⑹ 柏崎市地域公共交通シンポジウム（新規（延期実施））  

市民の方々から、柏崎市内の公共交通の現状を知っていただく機会として、初めて

開催するものです。 

当初は、令和２年３月に開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大により、延期しております。今後の感染状況を踏まえて、今年度中の開催を

目指します。 

 

⑺ 園児による車内音声アナウンス収録（継続） 

市街地を運行する２つの市街地循環バス（かざぐるま・ひまわり）が、地域の公共交

通としての愛着をさらに高め、より一層の利用促進を図ることを目的として、バス運

行時における停留所案内などの車内アナウンスを、各循環バス沿線に位置する保育園

の園児に行ってもらうために、音声収録を行います。  

 

 

２ 調査・研究事業 

⑴ 地域公共交通計画（新計画）策定のための基礎調査 

  新たな公共交通計画の策定のため、市民や地域公共交通利用者を対象に、意向調査

などの基礎調査を実施します。 

  なお、新たな公共交通計画は、今年度に基礎調査（意向調査）を実施した上、令和

３年度中に策定を目指します。 

 

⑵ МaaSやＡＩオンデマンドシステムなどの新技術に関する研究・視察 

  公共交通の利用促進等に活用が期待できる新しい技術に関して、情報収集に努める

とともに、必要に応じては、先進地への視察を行います。 

 



⑶ 市街地循環バス「かざぐるま」の経路変更に関するヒアリング等の実施 

  利用者数が減少している「かざぐるま」について、新たなニーズの掘り起こしを行

うため、沿線周辺の学校や地域へのヒアリングを実施します。 

 

⑷ 地域内公共交通の再編に向けた意向調査・視察 

  利用者数が減少している高柳町地域及び西山町地域の公共交通の再編を検討するた

め、地域住民を対象とした意向調査を実施します。また、必要に応じて、他市町村の

先進的な運行システム等に関しての視察を行います。 

 

⑸ 路線バス高齢者割引制度の効果の検証 

高齢者割引制度について、拡充による効果を検証するため、対象路線バスの乗降調

査を実施します。 

     

⑹ 試験運行している買物支援バスの効果の検証 

路線バス「谷根線」及び「米山台福祉センター線」で試験実施している「お出かけ

お手伝い便」の効果の検証を行い、今後の取組方向について検討します。 

    

⑺ 新たな高齢者外出支援策の研究 

  高齢者の「くらしの足」の確保に向けて、新たな支援策を、庁内の福祉部局や外部

の福祉団体などと連携して、研究していきます。 

  

⑻ その他 

国や県などが開催する研修、勉強会に参加します。 

 

 

３ 協議会の開催 

市内路線の再編等を行う場合で、道路運送法に規定される地域公共交通会議での協議が

必要となる場合のほか、当協議会の事業実施に当たり、協議の必要があると判断する場合

には、招集又は書面による協議を実施します。 

 

 



議案第５号

１　歳入 【単位：円】

款 項 目

4,068,000 1,150,000 2,918,000

4,068,000 1,150,000 2,918,000

１　負担金 4,068,000 1,150,000 2,918,000 柏崎市負担金

1,312,000 0 1,312,000

1,312,000 0 1,312,000

１　補助金 1,312,000 0 1,312,000 国補助金（R2調査事業補助）

707,364 1,252,649 △ 545,285

707,364 1,252,649 △ 545,285

１　繰越金 707,364 1,252,649 △ 545,285

36 51 △ 15

36 51 △ 15

１　雑入 36 51 △ 15 利子

6,087,400 2,402,700 3,684,700

２　歳出 【単位：円】

款 項 目

250,000 250,000 0

150,000 150,000 0

１　会議費 150,000 150,000 0 報酬・費用弁償

100,000 100,000 0

１　事務費 100,000 100,000 0 消耗品費・事務費

5,687,400 2,002,700 3,684,700

5,687,400 2,002,700 3,684,700

150,000 150,000 0

150,000 150,000 0

１　予備費 150,000 150,000 0

6,087,400 2,402,700 3,684,700

令和２年度（２０２０年度）　柏崎市地域公共交通活性化協議会　歳入歳出予算

科  目 本年度
予算額

前年度
予算額

比 較 説  明

１　負担金
１　負担金

２　補助金
１　補助金

３　繰越金
１　繰越金

４　諸収入
１　諸収入

合計

科  目 本年度
予算額

前年度
予算額

説  明

２　事業費
１　事業費

１　事業費 5,687,400 2,002,700 3,684,700 利用促進費・調査研究費

３　予備費
１　予備費

合計

比 較

１　運営費
１　会議費

２　事務費



議案第５号説明資料 

 

議案第５号「令和２年度（２０２０年度）歳入歳出予算（案）」について、次のとおり説

明します。 

 

１ 歳入の部の説明 

１款１項１目 負担金 

柏崎市からの負担金として４，０６８，０００円を計上しています。 

今年度は、新たな公共交通計画の策定に向けて、基礎調査（意向調査等）を実施す

るため、前年度から大幅に増額しています。 

 

２款１項１目 補助金 

新たな公共交通計画に係る国庫補助として、１，３１２，０００円を計上していま

す。これは、歳出の２款１項１ 

 

３款１項１目 繰越金 

令和元年度（２０１９年度）からの繰越金として７０７，３６４円を計上していま

す。 

 

４款１項１目 雑入 

預金利息として３６円を計上しています。 

 

歳入の部全体で、予算額６，０８７，４００円を計上しており、対昨年度比で３，

６８４，７００円の増額となっています。 

 

２ 歳出の部の説明 

１款１項１目 会議費 

協議会における委員報酬、費用弁償のために１５０，０００円を計上しています。 

   

１款２項１目 事務費 

消耗品等事務費のために１００，０００円を計上しています。 

 

 



２款１項１目 事業費  

利用促進費及び調査研究費として、５，６８７，４００円を計上しています。 

利用促進費は、高齢者割引制度事業、高校生等通学割引キャンペーン、高柳町地域

内交通車両ラッピング事業などに係る経費となります。 

一方、調査研究費の主なものとしては、新たな公共交通計画の基礎調査に係る経費

となります。なお、調査に係る経費の一部は、国庫補助金を充当させる予定です。 

 

３款１項１目 予備費 

予備費として１５０，０００円を計上しています。 

 

歳出の部全体で、予算額６，０８７，４００円を計上しており、対昨年度比で３，

６８４，７００円の増額となっています。 




